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【目的1水 田土壌 は温室効果ガ ス である メ タン の 主な発生 源の
一

つ で あ り、湛水水 田土壌中の

稲わ ら等の植物残渣 上 に は 、メ タ ン 生成古細菌 を含む嫌気性微生 物が 高密度で 分布 し て い る こ

とが知 られ て い る。 し か し、水 田土壌 中の これ ら の 微生物 に対す る知 見は少 な い
。 我 々 が水 田

土壌 中 の 植物残 渣か ら分 離 した発 醐 生嫌気性細菌の 種類組成は 、Actinobαcteria 　phylurn及 び

Bacteroidetes　phylum に属す る細菌が優占 し 、 非常 に特徴的な構成 を 示 した
D
。こ れ ら の 菌株 の 中

には、既知 の 細菌種 と 16S　rRNA 遺伝子 （rDNA ）塩 基 配 列 の 類似性 が非常に低 く、新規 の 嫌気性

細菌種 と思われる 菌株 が多数存在 し て い た。本研究 で は こ れ ら の 菌株 の うち Actinobαcteriα

phylum に属 し、プ ロ ピ オ ン 酸を生成す る 2 菌株 （WdT 及 び Wf 株）に つ い て 詳細な系統分類学的

検討を行 い 、WdT を基準菌株 と して新属新種 と して の 提案を行 っ た の で報告する。

【方法 】用 い た 菌株 は 、稲わ ら連用水 田 の 土壌 中か ら植 物残渣 と し て 採 取 した稲 わ らを ホ モ ジ

ナ イズ 処 理 した試 料 よ り、嫌気 性 ロ
ー

ル チ ュ
ーブ法に よ り分離 され た もの で ある。培地の 調製

や菌株 の 培養 に 関わ る操作は 全 て 無酸素ガ ス ［N ，95％ ＋CO 、5％ （混合 ガス ）］を用 い た完全嫌気条

件下 で 行 っ た 。 嫌気性発 酵性細菌用 と し て
一

般的な PY 培地 を基本培地 と して 用 い
、

30 ℃ で 培

養 した。生 理 ・生化学的お よび 菌体成分 の 化 学分類学的特徴付けを行 っ た。

【結果】WdT 株 と Wf 株の 16S　rDNA の 類似性 は 99．1％ で 、 他 の 3 分離菌株 と共 に ク ラ ス タ
ー

を

形成 した。 し か し、Wf 株 以外 の 4 菌株 は PYG 培地 で の 増殖 が 非常 に弱 く 、
コ バ ラ ミ ン 要 求性

を示 し た の に対 し、Wf 株 は コ バ ラ ミ ン 無添加 で も良 く増殖 した 。
　 WdT 株 は 、コ バ ラ ミン が低 濃

度の 場合グ ル コ
ー

ス か ら小 量 の 酢酸やプ ロ ピ オ ン 酸 と共 に主に 乳酸 を生成 したが 、 コ バ ラ ミン

過剰 下で は主要生 成物 として 酢酸 とプ ロ ピ オ ン 酸 をほ ぼ 1：2 の 比 率で生成 し、乳酸 は微量 し か生

成 しなか っ た 。一．一方 、Wf 株の 主 要な生成物 は コ バ ラ ミ ン 無添加で も酢酸 とプ ロ ピ オ ン 酸だ っ た。

両菌株 は 、コ バ ラ ミン 要 求性 の 有無以外は ほ とん ど同 じ特徴を持ち 、グラ ム 陽性 の 通性 嫌気 性

多形 型 桿菌 で グラ ム 陽性細菌に特徴的な細胞壁を持 っ て い た。オ キ シ ダーゼ 活性、カ タ ラ
ーゼ

活性及び硝酸還元 能は 陰性 だ っ た 。 増殖 範囲は 、 温度 10〜40 ℃ 、pH　4．5〜7．5、　NaCl 濃度 O−・2°／。 で 、

増殖基質 とし て arabinose 、　 xylose 、　 fructose、　 galactose、　 glucose、　 mannose 、　 cellobiose 、　 maltose 、

saccharose 、　trehalose、　glycerol、　mannitol 、　pyruvate、　lactateを利用 し、ribose 、　laotose、　malate 、　fumarate、

succinate で も弱 い なが ら も増殖 した。　G ＋C 含量は WdT 株 が 68．7％、　 Wf 株が 67．4％ 、キ ノ ン 組成

は い ずれ も MK −9（H 、） と MK −10（H 、〉、主な菌体脂肪酸は CI3。 と anteiso −Cl，。 お よび C 、51。、細胞壁

ア ミノ酸 は meso −DAP だ っ た。 16S　rDNA の解析 に よ る最近縁種 は、好気性 球 菌で あ る

Microρruina 　glycogenicaで 、そ の 類似性 は 95．7 〜 95．8％ だ っ た 。 また 、　 Actinobaeteria　phylum 内

の プ ロ ピ オ ン 酸生成細菌 とは 、Pro ρionibacterium　tsも含め約 10％ 以上 の 隔た りが あ っ た。 こ の よ

うに 両菌株 は、い ずれ も既知 の 細菌種に比 べ そ の 特徴 に大き な違 い が あ っ た た め、WdT 株 を基

準菌株 と し た Proρionicimonas　paludicola　gen．　nov ．，　sp ．　nov ．を提 案 した
1）
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